
令和７年度 自己評価計画書   石川県立七尾東雲高等学校 

    重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現     状 評 価 の 観 点 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備  考 
 
１ 

 
学習環境の充実
と「主体的・対
話的で深い学び
」を目指した授
業づくり【わか
る授業による指
導】 

 
①  

基礎学力の定着を目標に、

１０分間の朝学習にしっか

り取り組ませる。 

教務課 

全学年 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けては

、基礎学力の充実が不可欠である。今年度１

０分間に時間を延長した朝学習において、主

体的・積極的に取り組む姿勢を醸成していく

必要がある。 

【成果指標】 

生徒全員が真面目に朝学習

に取り組んでいる。 

真面目に朝学習に取り組んでいると答える生徒の

割合が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

ＣまたはＤの場合、改

善策を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。

（生徒の学校評価） 

 
② 

わかりやすい授業づくりの

一環として、特にクロムブ

ック等のＩＣＴ機器を効果

的に活用した授業づくりに

努める。 

教務課 

各教科 

ＩＣＴ機器の活用は浸透してきているが、

生徒が主体的に学習し、思考力を高めるた

めに、更にクロムブック等の効果的な活用

やＧＩＧＡスクール構想を推進し、授業を

改善していく必要がある。 

【努力指標】 

教員が、ＩＣＴ機器を積極

的に活用し、授業改善に努

めている。 

生徒による授業評価（実習科目を除く）において

「ＩＣＴ機器をよく活用している」と回答する評

価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

ＣまたはＤの場合、改

善策を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の授業評価） 

 

 
③ 

主体的・対話的な授業づく

りを目指し、発表活動を効

果的に取り入れ、生徒が意

欲的に授業に取り組めるよ

うにする。 

教務課 

各教科 

「生徒が発言や発表をおこなう場面が大変

多い」とする評価が昨年度は６０％であり

十分とはいえない状況である。授業等にお

いて、生徒の発表や学びあいの場面を積極

的に設定するなどの改善が必要である。 

【満足度指標】 

生徒が、主体的に授業に

参加し、対話的に学習し

ていると感じている。 

生徒による授業評価において「生徒が発言や発表、

学びあいをする場面が大変多い」と回答する評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

ＣまたはＤの場合、改

善策を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の授業評価） 

 
④ 

わかりやすい授業づくりを

目指し、板書や教材、話し

方や説明などを工夫する。 

教務課  

各教科 

昨年度は授業評価において、６４％の生徒

が「授業を受けてよく理解できた」と回答

している。わかる授業を推進するために、

生徒指導の３機能を活かした授業の工夫が

必要である。 

【満足度指標】 

生徒が「授業を受けて、

理解できた」と感じてい

る。 

生徒による授業評価において「授業を受けてよく理解

できたと感じる」と回答する評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

ＣまたはＤの場合、改

善策を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の授業評価） 

 

２ 

 

生徒の適性に応

じた志望進路の

実現 

 
① 

生徒が主体的に将来の進路

をしっかり考え、進路実現

に向けて取り組むよう、各

行事の事前・事後学習を充

実させる。 

進路指導課 

学級担任 

進路選択に際し、自ら将来を見通して、行

動できる生徒は少ない。企業ガイダンスや

外部の進路相談会等で生徒が能動的に学習

できるように、事前・事後学習を推進する

必要がある。 

【満足度指標】 

生徒が「進路ガイダンス

は主体的に将来を考える上

で役立っている。」と感

じている。 

学校の進路説明会、企業見学等が、主体的に将来を考

える上で役立っているとする生徒の肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

各学年の進路行事の際に

、生徒にアンケートを実

施する。 

（生徒の学校評価） 

 
② 

生徒と保護者が進路につい

て話し合う機会を持てるよ

う、資料や情報を活用しな

がら面談等で働きかけ、生

徒の進路意識の高揚を図る

。 

進路指導課 

学級担任 

保護者面談や進路説明会等において、家庭

で、生徒と保護者が将来について話し合う

機会を持つようお願いしているが、十分な

成果が得られていない。 

【成果指標】 

家庭で、生徒と保護者が

進路について話し合う機会

を持っている。 

家庭で、生徒・保護者が将来の進路について、話

しているとする肯定的評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、生徒・

保護者にアンケートを実

施する。 

（生徒・保護者の学校評価

） 

 
③ 

インターンシップ前に、実

施の目的を丁寧に説明し、

基本的な接遇指導を繰り返

し徹底して行う。 

２学年 

進路指導課 

２年生の就職希望者を対象としたインター

ンシップを実施している。実施する際は受

け入れ企業で挨拶や返事など基本的な接遇

が行えるよう、十分な事前指導をする必要

がある。 

【成果指標】 

インターンシップにおける

生徒の接遇態度が良い。 

受け入れ事業所の実施後アンケートにおいて、生徒の

接遇に関して肯定的に評価した企業が 

 Ａ ９５％以上 

 Ｂ ９０％以上 

 Ｃ ８５％以上 

 Ｄ ８５％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月の実施後、受け入れ

企業にアンケートを実施

する。 

 

３ 

 

特別活動の推進

による学校の活

性化と規範意識

の醸成【心を育

てる生徒指導】 

 
① 

生徒指導課と教職員、公

安委員で「朝のあいさつ

運動」に取り組む。 

生徒指導課 

特別活動課 

部活動 

 

積極的なあいさつができている生徒の割合

は７２％に留まっている。あいさつの意義

を伝えながら「朝のあいさつ運動」に積極的

に取り組むとともに、廊下ですれちがう際

や教室に入る際のあいさつについても指導

していきたい。 

【成果指標】 

生徒が相手の目を見て自

分から進んで大きな声で

あいさつができている。 

生徒の学校評価において「積極的なあいさつがで

きている」と回答する肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の学校評価） 

 

 
 

 

 



    重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現     状 評 価 の 観 点 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備  考 

  
 
② 

生徒のボランティア活動や

地域への貢献活動等を積極

的に推進していく。 

特別活動課 

学級担任 

ボランティア週間において、実行したボラ

ンティアで、その時の生徒自身の心情や周

りの反応などにも着目させて実施してい

る。それにより、自己有用感が高まったと

感じている生徒の割合は、８４％と高い評

価が得られている。今後ともボランティア

の意義や思いやりの心などについて考え

させていくとともに、様々なボランティア

や地域貢献活動に取り組ませていきたい。 

【満足度指標】 

生徒が、ボランティア活動

や地域への貢献活動等を通し

て、自己有用感が高まった

と感じている。 

ボランティア活動や地域への貢献活動等を通して、ボラ

ンティア精神や自己有用感が高まったとする生徒

の肯定的評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｃの場合、改善策を検

討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の学校評価） 

 
③ 

基本的な生活習慣の確立の

ため、1日の活力のもとと

なる朝食の習慣化を目指し

た指導を行う。 

保健環境課 昨年度の心と体の健康調査の結果、普段朝

食を時々食べないことがある・ほとんど

食べないと回答した生徒が17.0％であっ

た。日中の活動のエネルギー源である朝食

の大切さを理解し、朝食を食べることを習

慣化させるための指導を行う必要がある。 

【成果指標】 

生徒が朝食の大切さを理

解し、朝食摂取率が向上

する。 

保護者へのアンケート調査において、生徒が朝食

を食べて登校すると答える保護者の割合が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｃ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（保護者の学校評価） 

 
④ 

朝の登校指導及び昼の校内

巡視を通して、頭髪服装を

整えることや、規範意識の

大切さを繰り返し指導する

。 

生徒指導課 アンケートで「登校・校内で服装指導など

声かけができている」と回答する教員は87

％であり、授業開始時に身だしなみを正す

指導を徹底すると同時に、挨拶の励行など

、社会人となる基礎的な資質を育成する指導

を行うことが必要である。 

【努力指標】 

全教職員が共通理解のも

と、挨拶の励行や規範意

識の向上を図るため、生

徒に声かけをしている。 

登校指導や校内巡視の際に、生徒に声かけしてい

るとする教員の肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８５％以上 

 Ｃ ８０％以上 

 Ｄ ８０％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、教員に

アンケートを実施する。 

（教員の学校評価） 

 
⑤ 

いじめのない学校づくりを

目指し、学校生活全般を通

して全教職員が生徒の変化

を見逃さないような取組を

行う。 

生徒指導課 教員は、いじめを未然に防止するため、ア

ンケート調査や生徒面談、登校指導や昼食

時の校舎内の巡回を行い生徒理解に努めて

いる。加えて、ネットでの書き込みについ

ても指導を行っているが、さらに組織的・

計画的な取組を推進する必要がある。 

【努力指標】 

教員が、アンケート調査や

面談、校内巡視により、生

徒の動向を掴み、いじめの

未然防止に繋げている。 

アンケートや面談での生徒理解や、校内巡視等を

通して、生徒の動向を把握し、いじめの未然防止

と早期対策に努めているとする教員の肯定的評価

が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、教員に

アンケートを実施する。 

（教員の学校評価） 

 
４ 

 
保護者・地域か
ら信頼される教
育活動の推進【
自信を持たせ、
経験を積ませる
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
① 

専門高校として地域社会と

連携した実践的な学習を推

進する。 

各学科 ７割を超える生徒が地域と連携する取組に

参加できていると実感している。工業科の

地元中学生を招いてのものづくり体験教室

、観光ガイド等による地域の魅力発見と地

域貢献、演劇科で地域の方を招いての定期

公演の上演、県内小中学校への外部公演、

農業科の地元幼稚園、保育園などを招いて

の「サツマイモ収穫体験」などを実施した

。地域との連携や関わりを通じた実践的な

学習を、学科全体でさらに進めていく必要

がある。 

【成果指標】 

工業・演劇・農業・商業

の分野での地域と連携する

事業や学習において実践的

な取組が積極的に行われて

いる。 

専門学科での地域と連携する事業や学習において実

践的な取り組みができているとする生徒の肯定的評価

が 

 Ａ ７０％以上 

 Ｂ ６０％以上 

 Ｃ ５５％以上 

 Ｄ ５５％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の学校評価） 

 
② 

生徒が意欲的に取り組むこ

とのできる部活動を展開し

ていく。 

特別活動課 

学級担任 

部活動の活動日に対して、８割以上参加してい

る生徒の割合は、７７％に留まっている。年

度当初は多くの生徒が部活動に加入して

いる。しかし、目標のあいまいさやチー

ムワークの不足から意欲が減退し、足が

遠のいてしまうケースが多い。そのよう

な生徒の数を減らしていく必要がある。 

【成果指標】 

生徒が意欲的に部活動に取

り組んでいる。 

部活動の活動日に対して、８割以上参加しているとい

う生徒の肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｂ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、生徒に

アンケートを実施する。 

（生徒の学校評価） 

 
③ 

本校の教育活動の様子を

ホームページや校門前掲

示板を活用し、学校外部

へ効果的に情報を発信す

る。 

総務課 

各学科 

 

ホームページの更新を誰もができるよう、

分かりやすいマニュアルを作成し、更新が

スムーズにできるようになった。今後も多

くの教員が記事を作成し、生徒の活動の様

子を伝え、内容を充実させていく必要があ

る。 

【成果指標】 

学校外部への効果的な情

報発信を行うことができ

ている。 

本校の教育活動の様子を学校外部に効果的に情報

発信ができているとする教員の肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、教員に

アンケートを実施する。 

（教員の学校評価） 



 
５ 

 
教職員の働き方
改革の推進 

 
①  

教職員一人ひとりが、有

機的に連携協働し、具体

的な手立てを明確にする

ことを通して、業務の効

率化に対する意識を高め

、働き方改革を推進する

。 

各課・科・

学年の主任 

意図的・計画的に時間外勤務の減少に向

けて取り組んでいる教職員が前年比９％

の減少となった。今年度は見通しを持ち、

計画的に業務に当たることで、各自で設定

する月間定時退校日２日が実施できるよう

タイムマネジメント意識の向上を図ってい

く。 

【努力指標】 

教職員一人ひとりが、意

図的・計画的に時間外勤

務の減少に向けて取り組

んでいる。 

教職員一人ひとりが、意図的・計画的に時間外勤務

の減少に向けて取り組んでいるとする肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ以下の場合、改善策

を検討する。 

７月と１２月に、教員に

アンケートを実施する。 

（教員の学校評価） 

 


